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短 報

α抗原 をマーカー とす る臨床分離抗酸 菌の同定 につ いて

田 坂 博 信 ・松 尾 吉 恭

広島大学医学部細菌学教室

受付 昭和60年4月18日

IDENTIFICATION OF CLINICAL ISOLATES OF MYCOBACTERIA WITH ALPHA 

ANTIGHN AS A MARKER

Hiromichi TASAKA* and Yoshiyasu MATSUO

(Received for publication April 18, 1985)

Two hundred and eight strains of clinical isolates of mycobacteria from Tokyo 

University Hospital, National Sanatrium Hiroshima Hospital, Hiroshima University 

Hospital and related hospitals were serologically identified with the use of absorbed 

anti-alpha antibodies against Mycobacterium kansasii, M. marinum, M. scrofulaceum, 

M. gordonae, M. szulgai, M avium,M. intracellulare and M. tuberculosis. The results were 

compared with those obtained by biochemical identification. Co incidence ratio by the two 

methods was 87.3 per cent.
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米田 ・福井ら1)は,抗 酸菌に広く分布するcross-re-

acting materialで あ るα抗原によって抗酸菌のgro-

upingの 可能性を示唆 した。私らは,米 田らの方法に改

良を加え,α 抗原をマーカーとする遅育抗酸菌のspecies

の同定の可能性を既分類菌株を用いて追究 し,従 来の生

化学的同定法に勝るとも劣 らない好結果を得た2)3)。 こ

こでは,国 内臨床分離株について,こ れを用いて同定を

試みた成績を報告する。

供 試 抗 α抗 体:既 報2)3)の 抗 α-M.kansasii,抗 α-

M.marinum,抗 α-M.scrofulaceum,抗 α-M.go

rdonae,抗 α-M.szulgai,抗 α-M.avium,抗 α-

M.intracellulareお よ び 抗 α-M.tuberculosis抗 体

の 各 吸 収 抗 体 を 用 い た 。

供試臨床分離株:東 大病院分離株100株,国 療広島病

院分離株68株,広 大病院分離株19株 および関連病院分

離株21株 の計208株 。

α抗 原 のspecies特 異 的 抗 原 決 定 基 の 検 出:既 報4)の

通 りmicro-Ouchterlony法 で 行 な っ た。

α抗 原 に よ る 同定 結 果 と生 化 学 的 同定 結 果 とを比 較 し,

表1に は東 大 病 院分 離 株 の例 を,表2に は,す べ て を ま

とめ た 成績 を 示 した 。 両 同定 法 の一 致 率 は87.3%で あっ

た 。 不 一致 の 大部 分 はM.scrofulaceumお よ びM.

gordonaeの 同 定 に お い て み られ た 。 いず れ の方 法 に よ

る成 績 が 正 しい 同定,と は 断定 しか ね るが,束 村5)の 指

摘 したM.scrofulaceumとM.intracellulareの 「中

間 型 」8株 を,α 抗 原 を マ ー カ ー と して 同定 した ところ,

M.intracellulareお よ びM.scrofulaceumは 各1株

の み で,5株 がM.gordomeと 同 定 され,残 り1株 は

同 定 不 能 で あ った3)と い う成 績 は1つ の 示 唆 を 与 え る も

の と思 わ れ る。

従来,抗 酸菌の同定は,生 化学的同定法にのみ依存し

ていたが,今 回,α 抗原をマーカーとして同定するシス
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Table 1 . Identification of Clinical Isolates Tokyo University Hospital

Table 2 . Identification of Clinical Isolates

*Identification by biochemical test/Identification by alpha antigen-antibody system

**Parentheses represent doubtful results by biochemical test

テムが開発されたことによって,2つ のシステムの結果

を比較 して,成 績のcheckが で きるよ うになった。更

に,第3の システムが確立され,問 題点の検討ができる

ようになることを期待 して止まない。

臨床分離株を御分与下さった山中 学教授(東 京大学

医学部),望 月孝二院長(国 立療養所広島病院)並びに小

田咲子技師長(広 島大学医学部附属病院中央検査部)

に深謝致します。

本論文の要旨は,昭 和59年4月,第59回 日本結核病

学会総会(東 京都)に おいて報告 した。
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